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研究成果の概要 

物理リザバー計算は、物理系の非線形ダイナミクスを計算資源として活用するリザバー計算であ

る。同期現象を記述する数理モデルとして有名な蔵本モデルを用いたリザバー計算に関する昨年

度の千葉グループの理論結果（任意の周期関数を復元できるという普遍近似性定理）をもとに、強

化項により入力を効率的に学習する、強化型蔵本モデルを用いたリザバー計算を提案した。音楽

の学習を含むいくつかの応用例を示した。また、中嶋グループにおいて、空気圧人工筋のヒステリ

シスを含むダイナミクスが物理リザバーとして活用でき、かつ物理パラメータを分岐パラメータとして

様々な分岐が埋め込めることを示した。この結果は、所望のアトラクタを学習させるのに、極度に限

定された学習データの提示でも十分であることを示唆しており、将来的に効率の良い学習法の提

案につながる可能性がある。さらに、同じく中嶋グループにおいて、より広いクラスの物理系を計算

資源として活用するためリザバー計算の枠組み自体の拡張・一般化を試みた。拡張のポイントとし

ては、これまで、リザバーの応答は、入力の過去系列の関数として表現されることが、計算の再現

性の面でよいとされてきたが、その点を満たしていないリザバーでも計算に使えるような展開を模索

した。具体的には、時不変変換という変換をリードアウトに導入することで、リザバーの応答を入力

の過去系列のみの関数として取り出す操作を提案した。これにより、これまで有効な計算資源とし

て活用できなかったカオス力学系なども計算資源として活用できることを示した。その他、流れ問題

の数値シミュレーション手法に関する基礎的だが大切な結果を得た。 
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